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Fas⊥Fasリガンド(Fas-L)系においてFas､Fas-Lおよび可溶性

Fasヰはアポトーシスを誘導するが､可溶性Fas(sFas)はFasとFas-L

ならびにsFas-Lとの結合をブロックすることに皐りアポトーシス

をブロックできる｡ヒトの慢性心不全において血祭中のsFasは心

不全の重症度に応じて上昇し､かつ心不全の程度が同じ時､予後は

血衆sFas上鼻群で良好であった｡すなわち､SFasはラボトーシス

をブロックすることにより心不全の進行を抑制 している可能性が

ある｡本書鱒､科学研究費補助金(基盤研究(C)(2)"アポトーシス

抑制因子血渠sFasの投与は心不全の長期予後を改善する''につい

ての研究に関する総括的報告書である｡
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